
研修内容

１　総論
・医療的ケア児等の地域生活を支えるために
・医療的ケア児等コーディネーターに求められる資質と役割

・障害のある子どもの成長と発達の特徴

・疾患の特徴
・生理
・日常生活における支援
・救急時の対応

・医療的ケア児の歯科診療

・訪問看護の仕組み

・本人・家族の思い

・緩和医療を必要とする児の場合

・意志決定支援
・ニーズアセスメント
・ニーズ把握事例

・支援の基本的枠組み
・福祉の制度
・家族支援

・遊び・保育

・虐待

・東京都における医療的ケア児支援施策について

・東京都在宅重症心身障害児（者）等訪問事業

・各ライフステージにおける相談支援に必要な視点
・児童期における支援
・学齢期における支援
・成人期における支援
・医療的ケアの必要性が高い子どもへの支援

・NICUからの在宅移行支援

６　支援体制整備

・支援チーム作りと支援体制整備/支援チームを育てる
・支援体制整備事例
・医療、福祉、教育の連携
・地域の資源開拓・創出方法

・演習に向けた計画作成のポイント

・自治体との連携

・症例提示

８ 演習（計画作成） 事例をもとにした計画作成の演習

９ 演習（事例検討）
事例をもとに、意見交換（グループディスカッション）・スーパーバイザーによる
計画作成の指導

※プログラムの内容は、今後、変更となる可能性がございます。予めご了承ください。
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演習

分野

２　医療

３　本人・家族の思いの理解

４　福祉

５　ライフステージにおける支援

７　計画策定のポイント

講義


